
語

温
F

温

調

置

事

局

一

周

m
理

待

賓
図
引
i

札
場
事
三
鍵
着
剤
十
四
軍
豆
沼
一
日
彊
待

犬
玉
置
隼
六
周
二
ヤ
一
日
憲
三
司
環
器
吻
苫
可

舎苧湯手控孝夫;到帯都京

き費三事巻J¥:，.t町田第

ー十・ 芳P IH!~ ta F司

論

政
府
支
出
と
所
得
増
加
・

:
:
:
j
i
-
-
:
・

:

:

文

皐

博

士

高

田

保

馬

横
井
小
捕
の
経
済
思
想

:
:
j
i
-
-
-
・:EE---
経
済
塾
博
士
本
庄
築
治
郎

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

:
:
:
-
j
i
-
-
-
経

済

皐

博

士

久

口

吉

彦

時

論

支
那
に
於
け
る
門
戸
開
放
・
・

-
L
E
-
-
-
-

訟
弘
十
博
士
末

増
税
案
十
一
論
ず

'
a
:
:

町
一
経
済
摂
津
壬
汐

-
E

プ

神
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
。
刑
十
・
・

M
h

済

事

士

中

川

典

之

助

公
正
債
格
の
意
義

i

.

、

，

目

・

;

経

済

準

士

中

岱

賀

静
態
的
貨
幣
理
論
・
さ
動
態
的
貨
幣
理
論
:
経
済
皐
士
服
部
新
一

複
式
簿
記
法
の
形
成
過
程
に
就
い
て

Ji--
経

済

事

士

岡

本

愛

弐

説

苑

ル
・
プ
レ
!
の
経
済
設
建
階
段
読

:
j
i
-
-
経
済
畢
士
宮

附

鋒

(
笹
需

濁

叢

砂干

業

報

外
園
雑
誌
論
題

載

口~t 既

三重

本

又

郎雄

一一一

さえ



周

一
脚
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
一

ω型

|
|
古
事
記

を

中

，心

と

し

-
E
T
ι

・'
ト

ι

I
 

I
 

E
E
E
F
 

5耳

到l
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lま

カ4

き

神
話
や
傭
設
の
批
判
の
問
題
は
暫
く
之
を
問
は
ぬ
。
否
人
は
率
直
に
神
話
と
し
て
停
は
る
古
停
説
そ
の
も
の
に
就
て
考
察
す
る
。

さ
て
古
侍
設
に
残
る
紳
代
に
闘
す
る
紳
話
は
寅
に
滋
刺
た
る
創
法
的
精
神
に
み
ち
み
ち
、
雄
揮
偉
大
た
る
創
造
の
業
蹟
を
物
語
る
も

の
で
る
る
。
邸
ち
神
話
に
よ
れ
ば
紳
は
先
づ
園
士
山
川
草
木
を
、
次
に
そ
れ
を
主
宰
す
る
柿
々
を
生
み
給
ひ
、
還
に
そ
れ
ら
の
神
の

闘
を
統
一

L
給
ふ
犬
神
が
生
ま
れ
ま
し
て
誌
に
岡
家
的
樫
制
が
整
へ
ら
れ
、
一
六
位
繕
承
と
い
ふ
不
滅
の
大
原
理
が
確
立
し
て
、
そ
れ

よ
り
地
上
国
家
の
肇
迭
と
設
展
と
に
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
か
綴
な
偉
大
友
る
岡
家
創
迭
の
歴
史
は
如
何
た
る
闘
の
古
傍
説

に
も
鏡
ひ
え
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
我
等
の
組
紳
の
比
類
友
き
崇
高
な
る
創
造
的
精
一
仰
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
我
園
は
目
下
目
支
事

鑓
を
契
機
と
し
て
東
亜
の
新
秩
序
建
設
と
い
ふ
空
前
の
大
聖
業
に
着
手
し
て
ゐ
る
。
こ
の
秋
に
営
り
て
榊
代
に
於
け
る
組
一
肺
の
創
造

的
偉
業
を
追
懐
し
て
み
る
の
も
亦
徒
事
な
ら
ざ
る
ぺ
し
と
信
や
る
も
の
で
る
る
。
吾
人
が
榊
話
に
就
て
特
に
窺
は
ん
と
す
る
こ
と
は
、

神
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
の
製

第
四
十
八
巻

五

第

続

丹、

大倉精紳文化研究所刊行白神典に牧むる古事記に捻るも争



紳
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
の
型

第
四
十
へ
巻

第

貌

丹、
四

王L

匹1

か
の
偉
大
在
る
創
造
的
精
神
と
能
力
と
は
何
庭
か
ら
来
た
か
、
叉
そ
の
創
造
的
態
度
や
十
刀
法
は
如
何
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
古
傷
説

は
周
知
の
如
く
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
載
せ
ら
る
L
所
怠
る
が
、
記
・
杷
は
必
や
し
も
一
致
せ
宇
且
つ
日
本
書
紀
は
支
那
的
に
加
工

せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
砂
し
と
せ
や
と
い
ば
れ
て
ゐ
る
の
す
、
伎
で
は
専
ら
↑
口
事
記
に
操
る
と
と
ミ
し
た
。

。

ナ

uv

覧
博
士
は
創
浩
の
捜
本
た
る
皇
産
霊
堂
創
設
と
名
づ
け
之
七
恒
例
浩
・
化
育
・
生
成
陀
八
刀
ち
亡
、
「
創
浩
と
申
し
ま
す
る
の
は
我
が
内

部
に
輝
い
て
居
る
所
の
ま
こ
と
に
依
℃
外
の
も
の
を
作
る
こ
と
」
、
「
化
育
と
申
し
ま
す
る
の
は
我
が
内
部
に
輝
い
て
居
る
所
の
ま
と

と
に
依
て
外
部
の
も
の
L

一
部
に
輝
い
て
居
る
ま
と
と
を
刺
激
し
て
刺
激
さ
れ
た
も
の
自
身
が
共
内
部
よ
り
白
か
ら
己
れ
を
作
っ
て

行
〈
と
と
」
、
「
生
成
は
自
己
の
ま
こ
と
が
内
部
か
ら
自
分
で
己
れ
を
刺
激
し
て
盆
々
成
長
す
る
こ
と
」
と
解
説
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ザ
故

に
私
の
言
は
ん
と
す
る
創
造
も
亦
こ
れ
ら
を
含
む
も
の
で
る
る
。

さ
て
一
肺
代
に
於
け
る
一
脚
々
の
偉
大
友
る
創
法
的
精
一
柳
と
能
力
と
が
何
慮
か
ら
生
ま
れ
た
か
を
考
察
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
五

桂
の
別
天
一
肺
と
所
謂
紳
代
七
世
の
神
々
は
、
何
れ
も
寸
濁
紳
成
り
坐
し
」
た
の
で
あ
っ
て
他
に
よ
り
て
産
ま
れ
た
も
の
で
左
い
。
従

っ
て
そ
れ
は
紳
そ
れ
自
憶
の
向
己
護
展
で
あ
り
宇
宙
生
命
の
現
れ
と
み
る
の
外
友
い
。
箆
博
士
は
宇
宙
人
生
の
根
元
を
「
ま
こ
と
」

と
友
し
、
紳
を
「
ま
と
と
」
の
顕
現
な
り
と
し
て
ゐ
ら
る
L
。
か
〈
の
如
〈
別
天
神
並
に
紳
代
七
世
の
紳
K

は
吾
々
と
は
全
く
懸
隔

せ
る
存
在
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
以
後
の
一
柳
k

の
事
柄
は
人
間
的
姿
態
に
よ
り
て
描
か
れ
紳
邸
人
と
友
つ

て
ゐ
る
。
私
は
こ
の
人
間
的
な
岐
・
美
二
命
以
後
の
紳
K

の
創
造
を
人
間
的
た
一
減
角
か
ら
解
説
し
て
み
ゃ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

舵
・
美
二
命
以
後
の
紳
々
の
創
浩
に
就
て
私
の
先
づ
述
べ
ん
と
欲
す
る
と
と
は
、

そ
れ
が
組
紳
の
一
脚
意
奉
剛
胆
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で

寛克彦著、皇闘精神講話、五七一五九頁



あ
る
。
詳
言
す
れ
ぽ
一
岬
代
に
於
け
る
創
造
は
個
々
の
神
々
の
個
人
的
意
志
の
気
紛
れ
な
護
露
で
な
〈
只
管
に
組
紳
の
紳
勅
を
奉
じ
て

之
を
賓
現
せ
ん
と
い
ふ
所
に
、
偉
大
な
る
創
造
的
精
神
と
能
力
と
が
あ
ら
は
れ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
個
人
の
た
め
の
個
人
の
意
志

に
非
Ar
天
神
即
ち
組
耐
に
ま
つ
ら
ふ
心
、
無
我
無
執
「
ま
こ
と
」
を
以
て
白
己
を
組
紳
に
捧
げ
た
る
時
に
、
自
己
を
天
神
・
組
一
仰
の

御
精
神
に
淡
入
蹄
入
せ
し
め
た
る
時
に
、
換
言
す
れ
ば
岨
神
と
自
己
と
が
一
醐
閣
に
融
合
し
た
る
時
に
自
由
自
在
滋
刻
々
地
の
創
造
的

精
神
と
行
動
と
が
生
ま
れ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
か
の
伊
邪
那
崎
命
と
伊
邪
那
美
命
と
は
大
八
嶋
園
の
外
六
島
及
び
=
干
五
神
を
産

み
ま
せ
る
偉
大
な
る
創
造
の
神
ゃ
友
る
が
.
そ
は
貫
一
に
天
一
柳
の
一
詔
命
を
奉
鰭
貧
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
る
る
。

自p
ち

「円疋
K
一
大
紳
諸
の
命
以
て
伊
邪
那
岐
命
ふ
υ

邪
那
美
命
二
位
の
一
耐
に
町

っ
く

p
か
た
め
な

是
の
た
U

よ
へ
る
園
を
修
理
問
成
せ
と
詔
ち
て
天
沼
矛
を
賜

ひ
て
言
依
さ
し
賜
ひ
き
」

「
同
開
土
産
み
し
の
御
業
は
天
意
奉
行
の
mJZ
業
・
公
事
と
し
て
な
在
れ
ご
ゐ
る
。

(
註
一
)

是
を
天
耐
に
報
告
し
或
は
と
れ
に
就
て
指
導
を
沿
受
け
に
な
っ
て
ゐ
ら
る
主
。

と
あ
る
。

，
E
っ
と
乙
-
〉

A
V

干
司

M
-
3
毛
、
江

み、

コ
佐
川
見

h
b
k
E
1

G
立山町
E〉
l
u
l一ロ

f
e

は

か

(
註
一
)
岐
・
美
二
神
が
最
初
に
生
み
給
ひ
し
み
子
は
ホ
蛇
子
と
淡
島
た
り
し
が
、
何
れ
も
一

i

み
子
の
例
に
は
入
ら
ず
」
、
「
是
に
二
粧
の
紳
議
云
H

た
主
ひ
ら
〈
今
吾
が
生
め

P
し
子
良
は
ず
。
精
天
神
の
御
所
に
白
ナ
べ
し
と
の
り
た
吉
ひ
て
、
即
ち
共
に
参
上
り
て
天
神
の
命
を
請
ひ
た
空
ひ
き
。
爾

に
天
神
の
命
以
て
布
斗
廠
過
に
ト
相
で
詔
り
た
ま
ひ
、
b
〈一
E
L
ご
と
あ
る
。

か
く
て
岐
・
美
二
榊
が
園
土
山
川
草
木
及
び
紳
h

を
生
み
給
ひ
、
最
後
に
は
伊
邪
那
岐
命
が
漏
り
紳
忙
な
ら
せ
ら
れ
て
寸
生
み
生

み
て
生
み
の
終
で
に
」
=
一
関
冗
酢
ち
天
照
大
御
一
川
・
月
一
環
命
・
建
速
須
佐
之
男
命
の
三
神
を
得
さ
せ
ら
れ
て
、
天
間
…
大
御
一
酬
に
は
高

天
原
を
、
月
半
一
調
命
に
は
夜
之
食
図
を
而
し
て
建
速
須
佐
之
男
命
に
は
海
原
を
泊
ら
さ
せ
給
ふ
に
至
る
ま
で
、
岐
・
美
二
命
の
御
活
動

は
一
犬
山
刑
の
意
志
を
奉
行
し
て
図
士
を
修
理
岡
成
ナ
る
と
と
に
終
始
す
る
の
で
る
る
。
岐
・
美
二
一
刊
の
御
使
命
が
か
〈
の
如
く
去
る
が

神
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
の
型

第
四
十
八
巻

五
二
五

第

披

八
五



紳
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
の
型

第
四
+
八
巻

五
二
六

告書

競

八
六

故
に
、

そ
の
生
み
給
ひ
し
多
く
の
神
々
が
何
れ
も
こ
の
大
使
命
の
た
め
に
活
躍
左
さ
れ
た
る
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
泣
い
。

五
回
人
は
上
に
「
図
土
生
み
」
の
御
業
は
天
意
の
奉
行
で
あ
っ
た
と
友
し
た
。
「
園
土
生
み
し
の
後
に
多
〈
の
経
緯
を
経
て
高
甲
へ
原
の

統
一
が
成
り
、

こ
れ
よ
り
高
天
田
町
の
袈
業
は
愈
々
葦
原
中
闘
の
経
営
に
移
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
地
上
岡
家
た
る
葦
原
中
幽
の
平
定

は
叉
出
稼
易
及
業
で
は
及
か
っ
た
。
然
ら
ば
と
の
至
難
友
る
地

K
園
出
家
の
肇
迭
は
如
何
に
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
か
、

そ
の
偉
大
た
る

岡
家
創
造
力
は
何
底
か
ら
来
た
か
と
い
ふ
に
、

詩
人
の
蹴
る
所
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
-
K
足
意
奉
行
と
い
ふ
無
私
無
我
の
た
五
一
誠
心

の
顕
現
と
た
り
て
遂
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち
葦
原
中
園
は
柿
が
一
個
の
私
心
を
以
て
或
は
武
力
を
以
て
征
服
或
は
支
配
し
た
る
も
の

に
非
や
し
て
、
至
誠
の
猿
露
の
ま
に
ま
に
、
天
神
・
組
紳
の
大
命
た
る
図
土
の
修
理
固
成
を
遂
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
う
し

は
か
」
れ
て
ゐ
る
地
上
国
家
を
「
し
ら
さ
」
ん
が
矯
め
に
友
さ
れ
た
る
大
愛
、
大
至
誠
の
現
は
れ
で
あ
る
。

葦
原
中
園
の
平
定
は
高
天
原
に
坐
ま
す
天
照
大
御
一
利
に
射
す
る
出
雲
政
府
の
図
土
奉
還
に
よ
り
ず
二
段
落
と
在
る
の
で
あ
り
、

そ

れ
ま
で
に
は
勿
論
多
く
の
困
難
な
問
題
が
あ
り
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
多
く
m
u
年
月
を
も
要
し
て
ゐ
る
が
、
葦
原
中
固
に
射
す
る
射

策
に
就
て
終
始
一
貫
し
て
ゐ
る
も
の
は
地
上
国
家
を
「
治
ら
」
さ
ん
と
い
ふ
実
意
奉
行
で
あ
る
。
地
主
の
岡
家
た
る
葦
原
中
闘
を
治

ら
す
と
い
ふ
大
聖
業
は
、
先
づ
須
佐
之
男
命
が
鋭
暴
在
る
私
行
に
よ
り
て
、
高
実
原
を
遁
は
れ
て
出
雲
固
に
降
り
給
ふ
た
こ
と
に
的

ま
る
。
須
佐
之
男
命
も
出
雲
閣
に
降
り
給
ふ
た
頃
は
、
高
天
原
時
代
の
横
暴
な
る
性
格
は
消
え
失
せ
て
、
天
神
と
し
て
の
本
質
ム
」
自
覚

に
立
ち
還
ら
せ
ら
れ
、

足
名
権
・
手
名
椎
が
何
人
在
り
や
と
等
ね
た
る
に
封
し
て
自
ら
堂
々
と
「
吾
は
天
照
大
御
榊
の
伊
呂
勢
な
り

放
れ
今
天
よ
り
降
り
坐
し
つ
」
と
名
乗
り
て
そ
の
身
分
素
姓
を
明
氏
し
給
ふ
た
。
乙
れ
に
針
し
て
足
名
椎
・
チ
名
椎
は
「
然
坐
さ
は

駅
い
」
と
そ
の
女
を
奉
っ
て
ゐ
る
。
善
人
は
と
の
原
容
と
畏
命
と
を
み
て
、
高
一
玉
県
に
於
け
る
天
神
の
徳
風
威
力
が
無
保
件
的
に
地



上
を
し
て
讃
仰
畏
服
せ
し
め
て
ゐ
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
?
あ
る
。
須
佐
男
之
命
の
出
雲
園
に
於
け
る
後
青
は
天
神
系
と
園
紳
系
と

Em
慢
忘
む
H
b

切

こ

を

喰

二

う

っ

し

く

一

』

だ

ま

そ
の
子
孫
の
中
か
ら
大
国
主
命
(
別
名
、
大
穴
牟
遅
神
・
葉
原
色
詐
男
神
・
八
千
矛
紳
・
宇
都
志
鴎
王

の
二
つ
の
血
を
つ
ぐ
と
と
L
友
る
が
、

紳
)
が
現
は
れ
給
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
間
に
於
け
る
出
雲
図
土
の
経
営
に
就
て
は
、
「
園
士
を
修
盟
国
成
せ
よ
」
と
い
ふ
高
司
へ
原
に
於

け
る
大
精
神
・
大
原
理
・
大
成
た
が
不
断
に
働
き
か
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例
之
、
一
岬
定
住
巣
日
命
は
御
子
少
名
昆
+
円
那
紳
を
遣
は
し

か「
故
れ
爾
よ
り
大
穴
牟
還
と
少
名
昆

葦
原
色
許
男
命
と
兄
弟
と
矯
り
て
其
の
園
を
作
り
岡
め
よ
」
ム
」
仰
せ
ら
れ
、

給
ひ
、
「
故
れ
汝
、

古
那
と
二
柱
の
紳
相
並
ば
し
て
此
の
園
を
作
り
固
め
た
ま
ひ
き
」
と
あ
る
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
出
雲
園
の
政
治
の
現
念
的
最

高
原
理
は
、
高
疋
原
に
於
け
る
神
々
の
精
神
、
遠
く
は
伊
邪
滞
岐
市
伊
邪
那
美
九
叩
の
一
犬
神
よ
り
受
け
さ
せ
伶
び
し
「
図
上
を
修
理
問

成
せ
上
」
と
の
叉
立
を
奉
戴
す
る
と
と
に
あ
る
。
私
意
や
'
私
心
宇
一
ず
て
、
、
-
天
仲
を
「
い
つ
き
ま
つ
る
」
と
と
忙
あ
っ
た
。
「
と
の
岡

土
の
修
理
固
成
」
更
に
は
組
…
仰
を
い
つ
き
ま
つ
る
精
神
は
出
雲
岡
家
を
創
活
費
展
せ
し
め
る
指
導
原
理
.
で
あ
う
た
。

こ
の
こ
と
は
吹

の
記
事
郎
ち
、
先
に
大
国
主
命
と
共
に
園
土
を
作
り
岡
め
給
ふ
た
少
名
昆
古
那
一
仰
が
、
後
に
常
世
闘
に
度
り
ま
し
も
ι
る
時
、
大
岡
主

命
は
愁
ひ
ま
し
て
ド
「
吾
濁
り
し
て
側
が
も
此
の
闘
を
得
作
ら
む
。
敦
れ
の
神
と
奥
に
五
口
は
能
〈
此
の
闘
を
相
作
ら
士
し
L

と
ず
り
給

ど
も
と
も

ふ
た
と
の
時
に
海
を
党
し
て
依
り
来
る
一
岬
有
り
寸
我
が
前
を
能
〈
治
め
て
ば
、
五
口
能
〈
共
奥
に
相
作
り
成
し
て
む
。
若
し
然
ら
・
中
は

き

阜

、

岡
成
む
難
し
」
と
言
わ
給
ふ
た
が
故
に
、
大
図
主
命
は
「
然
ら
ぽ
治
め
奉
ら
ん
欣
は
奈
仰
に
ぞ
」
と
申
し
給
へ
ば
「
五
日
を
ぽ
も
倭
の

青
珂
一
束
の
山
の
山
上
に
い
っ
き
奉
れ
」
と
の
り
給
ふ
た
と
あ
る
に
よ
り
て
も
窺
は
れ
る
。
若
L
地
上
国
家
た
る
出
雲
閣
を
始
め
葦
原

中
園
に
、
高
天
原
の
理
想
即
ち
一
六
岬
の
詔
命
た
る
図
土
の
修
理
問
成
が
完
全
に
行
は
れ
て
ゐ
た
た
ら
ぽ
、
換
言
す
れ
ば
地
上
岡
家
郎

ち
高
天
原
で
あ
っ
た
友
ら
ば
、

か
の
天
孫
降
臨
の
必
要
を
み
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ね
。
然
る
に
地
上
国
家
に
於
て
そ
れ
の
質
現
は

紳
枠
内
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
遣
の
型

第
四
十
八
巻

主五

七

第
三
規

i¥. 

七



紳
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
詮
の
型

第
四
十
八
巻

互1

，"¥. 

告書

披

A 
A 

困
難
で
あ
っ
た
。
現
貨
の
地
主
岡
家
は
高
天
原
か
ら
み
れ
ば
混
沌
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

と
の
と
と
は
最
初
地
上
へ

降
臨
の
大
命
を
受
け
さ
せ
給
ふ
た
天
忍
穂
耳
命
が
天
浮
橋
に
た
与
し
て
「
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
闘
は
い
た
〈
さ
や
ぎ
て

む

あ
り
げ
り
」
と
仰
せ
給
ひ
し
言
葉
の
中
に
も
、
高
天
原
か
ら
「
其
の
闘
の
荒
振
る
榊
等
を
苦
一
ロ
趣
付
和
せ
L

と
て
一
脚
k

の
遣
は
さ
れ
し

言
葉
の
中
に
も
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
認
に
於
て
か
覚
博
士
の
言
を
籍
る
な
ら
ば
遁
進
し
て
や
ま
ざ
る
高
天
原
の
大
精
神
が
護
露

し
て
、
高
離
を
排
し
て
一
六
孫
降
臨
の
偉
業
に
及
ぼ
ぎ
乙
を
え
友
く
在
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ぽ
一
六
孫
降
臨
の
大
精
神
は
勿
論
地
上
岡

家
を
「
し
ら
さ
」
ん
協
で
あ
り
、
制
削
土
を
修
現
闘
成
サ
ん
協
め
で
あ
わ
同
時
に
又
そ
れ
は
天
意
の
率
約
で
あ
る

U

と
の
・
↓
人
精
酔
・
大

原
理
は
例
之
、
「
酢
れ
高
御
産
出
来
日
一
脚
、
一
穴
昭
一
大
御
一
脚
の
命
以
て
古
八
一
安
河
の
河
原
に
八
百
高
紳
を
紳
集
へ
に
集
へ

c
、
忠
金
一
柳
に
息
は

し
め
て
、
詔
り
た
ま
は
く
、
此
の
葦
原
中
聞
は
我
が
御
子
の
知
さ
ん
闘
と
言
依
さ
し
賜
へ
る
固
た
り
云
々
」
に
あ
る
に
よ
り
て
も
、

天
孫
降
臨
に
営
り
出
雲
に
使
し
て
最
後
の
外
交
的
折
衝
に
首
り
し
、
建
御
雷
神
等
が
大
国
主
命
に
、
「
平
ヘ
照
犬
御
一
脚
、
高
木
紳
の
命
以

て
問
ひ
に
使
せ
り
。
汝
が
う
し
は
け
か
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
さ
ん
園
生
一
面
依
さ
し
賜
へ
り
。
叫
臥
れ
汝
が
心
奈
何
に
ぞ
」
と

ひ

こ

ほ

の

に

白

a
e

聞
は
せ
ら
れ
た
言
葉
に
よ
り
て
も
、
更
に
は
愈
k

天
孫
自
主
在
能
組
k

妻
命
に
天
昭
…
大
御
一
刑
が
「
と
の
聖
葦
原
水
一
穂
図
は
放
骨
ト
レ

園
左
り
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
こ
と
に
徴
し
て
も
明
白
に
る
ら
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
る
る
。

き
れ
ば
天
孫
を
始
め
奉
旬
そ
れ
以
来
の
地

上
国
家
の
経
営
は
一
に
天
神
・
天
組
の
御
意
志
を
奉
鰹
す
る
と
と
邸
ち
天
一
脚
・
天
胞
を
「
い
つ
き
ま
つ
る
」
こ
と
に

b
る
。
惟
ふ
に

地
上
園
家
の
奉
還
か
ら
統
一
と
い
ふ
が
如
き
大
聖
業
の
遂
行
せ
ら
れ
え
た
る
所
以
は
、
全
く
そ
れ
は
私
心
私
意
の
事
業
に
非
や
し
て
、

天
神
・
天
租
に
あ
ら
は
れ
し
宇
宙
生
命
の
大
原
理
た
る
大
愛
・
大
豆
誠
の
夜
露
た
る
が
散
で
る
る
。
若
し
そ
れ
が
所
謂
覇
者
の
覇
擁

の
震
な
り
せ
ば
必
十
や
闘
守
に
次
ぐ
に
闘
手
を
以
で
し
た
で
あ
ら
う
。
然
る
に
一
度
高
天
原
の
天
意
が
出
雲
政
府
に
了
解
せ
ら
る
L



かし司、

大
図
主
命
の
子
を
し
て
「
恐
し
此
の
園
は
天
一
脚
の
御
子
に
立
奉
り
た
ま
へ
」
「
此
の
葦
闘
中

ぁ

闘
は
天
一
脚
の
御
子
の
命
の
暗
に
献
ら
ん
」
と
言
は
し
め
、
大
国
主
命
を
し
て
遂
に
、
「
僕
が
子
等
二
一
牌
の
白
せ
る
随
に
僕
も
逢
は
じ
。

や

多
少
の
経
緯
が
る
っ
た
に
せ
よ
、

此
の
蓋
原
中
闘
は
命
の
随
に
既
に
献
ら
ん
」
と
い
は
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
至
る
に
は
理
知
の
神
や
外
交
の
神

や
武
の
紳
L
q

等
高
天
原
の
線
力
が
動
員
さ
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
国
策
創
遣
の
根
本
は
天
意
の
奉
韓
で
あ
り
盃
誠
の
護
露
で
あ
る
と

考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。

“ー.

一

五
日
人
は
上
述
に
於
て
人
間
的
姿
に
於
て
描
骨
相
さ
れ
た
る
榊
代
の
創
造
的
精
榊
を
天
組
・
1

へ
捕
を
「
い
つ
き
ま
つ
る
」
乙
と
、
摘
出
言
す

れ
ば
天
榊
a

v

火
般
の
一
榊
意
守
奉
戴
せ
ん
L
」
ず
る
純
一
世
…
維
の
至
誠
で
あ
る
と
な
し
た
。

h
L
る
創
造
的
清
一
仰
は
仲
話
。
中
陀
え
痩
々

の
精
紳
的
姿
態
に
於
て
現
は
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
一
は
創
造
的
精
一
柳
左
し
て
の
清
明
心
で
あ
る
。

寛
博
士
は
「
清
明
心
と
は
員
心
で
す
。
ま
こ
と
で
す
。
ま
こ
と
を
人
の
心
と
し
て
巾
し
ま
す
る
時
に
は
郎
ち
清
明
心
で
る
り
ま
す
J

と
い
っ
て
ゐ
ら
る
L
様
に
清
明
心
は
天
地
創
造
の
原
理
た
る
至
誠
の
夜
露
で
あ
る
。
従
っ
て
清
明
心
が
叉
創
造
心
で
あ
る
。
建
須
佐

男
之
命
が
「
海
原
を
治
ら
せ
」
と
の
伊
邪
那
岐
命
の
大
命
を
肯
ぜ
ら
れ
ざ
る
矯
め
高
天
原
か
ら
泊
は
れ
給
ひ
、

そ
の
事
を
天
照
大
御

一
岬
に
申
し
上
げ
ん
と
一
大
な
る
大
御
神
の
許
に
参
ら
る
L

と
、
大
御
一
柳
は
「
我
が
那
勢
命
の
上
旬
来
ま
す
由
は
必
や
菩
し
き
心
友
ら
じ
.

我
が
闘
を
奪
は
む
と
欲
す
に
と
そ
」
と
宣
り
給
ひ
、
武
装
を
施
し
て
待
ち
給
ひ
し
に
、
命
は
「
僕
は
邪
き
心
た
し
:
:
:
:
具
し
き
心

友
し
」
と
鰭
明
し
給
ふ
た
。
犬
御
一
川
は
一
然
ら
ぽ
汝
の
心
の
清
明
き
こ
と
は
何
以
に
し
て
知
ら
ま
し
」
と
聞
は
せ
給
ふ
。

と
れ
に
針

紳
代
に
現
は
札
し
日
本
的
創
造
の
型

第
四
十
へ
巻

八、
九

五

チL

第

競

寛博士、前掲書、ご一三頁2) 



榊
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
蓬
の
却
一

第
四
十
八
時
世

五
三

C

事事

披

九
C

し
て
命
は
「
各
う
け
ひ
て
子
生
ま
か
」
と
答
へ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
清
明
心
の
誇
操
に
多
く
の
一
別
々
を
生
ま
せ
拾
う
た
と
と
、
友
っ
て

居
り
、
命
は
「
我
が
心
清
明
き
故
に
我
が
生
め
り
し
子
手
弱
女
を
得
つ
」
と
も
申
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
誌
で
は
清
明
心
は
創
造
の
精

一
聞
と
し
て
描
か
れ
で
ゐ
る
。

そ
の
二
は
創
造
的
精
紳
と
し
て
映
で
あ
る
。

艇
の
結
果
は
清
明
心
に
立
ち
返
へ
る
と
と
で
あ
る
が
、
慨
は
一
度
汚
さ
れ
し
身
心
を
清
む
る
機
悔
?
あ
る
が
故
に
、
と
ム
の
賠
に
於
て

第
一
の
如
〈
最
初
か
ら
の
清
明
心
止
問
問
る

E

一
度
訪
れ
た
る
身
心
が
般
に
よ
り
て
偉
大
た
る
創
詩
的
心
身
と
し
て
再
現
す
る
の
例

は
、
か
の
伊
邪
那
岐
命
が
一
脚
去
り
ま
し
し
も
伊
邪
那
美
命
を
慕
は
せ
給
ふ
鈴
り
、
黄
泉
の
園
ま
で
到
り
給
ひ
し
が
遂
に
そ
と
か
ら
逐
は

れ
給
ひ
、
「
吾
は
い
友
し
と
め
し
と
め
き
械
き
固
に
到
り
て
在
り
け
り
、
放
れ
五
口
は
御
身
の
艇
を
震
な
」
と
の
り
給
ひ
て
、
日
向
橘
小

門
之
阿
波
岐
原
に
出
で
ま
し
て
膜
ず
被
ひ
給
ふ
た
。
そ
の
時
「
故
れ
投
げ
棄
つ
る
御
校
に
成
り
ま
せ
る
紳
の
名
は
筒
立
柏
戸
紳
、
，
契

に
投
げ
棄
つ
る
御
帯
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
道
之
長
乳
歯
神
、
市
引
に
投
げ
棄
つ
る
御
裳
に
成
り
ま
せ
る
紳
の
名
は
時
置
師
神
、
・
宍

に
投
げ
棄
つ
る
御
衣
に
成
り
ま
せ
る
柿
の
名
は
和
豆
良
比
能
字
斯
紳
、
次
に
投
げ
棄
つ
る
御
揮
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名
は
道
俣
紳
、

次
に
投
げ
棄
つ
る
御
冠
に
成
り
ま
せ
る
紳
の
名
は
飽
咋
之
宇
斯
能
紳
、
・
次
に
投
げ
棄
つ
る
左
の
御
手
の
千
纏
に
成
り
ま
せ
る
一
脚
の
名

は
奥
疎
神
、
突
に
奥
海
那
欝
佐
昆
古
紳
、
次
に
奥
待
甲
斐
緋
羅
紳
、
攻
に
投
げ
棄
つ
る
右
の
御
手
の
手
纏
に
成
り
ま
せ
る
紳
の
名
ば

漣
疎
一
開
、
次
に
漣
法
那
萎
佐
昆
古
神
、
次
に
遼
津
甲
斐
緋
羅
紳
の
十
三
一
柳
、
「
是
に
上
潮
は
瀬
速
し
下
瀬
は
潮
弱
し
と
詔
り
ご
ち
た
ま

ぴ
て
、
初
め
て
中
瀬
に
堕
り
か
づ
き
て
機
ぎ
た
ま
ふ
時
に
成
り
坐
せ
る
紳
の
名
は
八
十
耐
津
白
神
、
次
に
大
楠
津
白
神
。
此
の
二
一
柳

は
共
の
機
き
繁
図
に
到
り
ま
し
し
時
の
汚
垢
に
図
り
て
成
り
ま
せ
る
柿
な
り
。
次
に
共
の
耐
を
直
さ
む
と
震
で
成
り
ま
せ
る
榊
の
名



は
一
岬
直
昆
神
、
突
に
ム
ヘ
直
昆
神
、
突
に
伊
豆
能
賞
紳
、
次
に
水
底
に
糠
ぎ
た
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
一
仰
の
名
は
底
津
綿
見
一
刷
、
次
に

底
筒
之
男
命
。
中
に
批
仰
ぎ
も
孔
ま
ふ
時
に
成
り
ま
せ
る
一
榊
の
名
は
中
津
綿
法
見
神
、
突
に
中
筒
之
男
命
。
水
の
上
に
機
ぎ
た
ま
ふ
時
に

成
り
ま
せ
る
一
岬
の
名
は
上
港
線
津
見
紳
、
弐
に
上
筒
之
男
命
。

是
に
左
の
御
目
を
洗
ひ
た
ま
び
し
時
に
成
り
ま
せ
る
神
の
名

は
一
ベ
昭
…
大
御
紳
、
申
引
に
右
の
御
目
を
洗
ひ
た
ま
ひ
し
時
に
成
り
ま
せ
る
岬
の
名
は
月
讃
命
、
次
に
御
鼻
を
洗
ひ
た
ま
ひ
し
時
に
成
り

ま
せ
る
紳
の
名
は
建
蓮
須
佐
男
之
命
l

一
の
十
四
柱
で
あ
る
。

そ
の
コ
一
ほ
創
造
的
精
神
主
し
て
の
愛
。
あ
る
。
た
づ
「
閣
土
生
44
」
の
御
誌
は
伊
籾
那
岐
命
ム
一
伊
邪
浦
山
手
一
一
命
の
↓
へ
な
る
唆
に
上
り

て
始
め
ら
れ
、
闘
士
山
川
・
六
嶋
・
一
ニ
十
五
榊
を
治
生
み
K
な
り
し
こ
と
は
既
に
芯
べ
し
如
く
在
る
が
、

こ
の
男
女
附
一
川
の
愛
の
如

何
K
剣
山
烈
偉
十
へ
た
り
し
か
は
、

伊
邪
叩
即
山
大
命
が
火
之
海
具
十
町
一
仰
を
生
み
ま
せ
る
憾
に
伯
仲
去
り
給
ひ
し
後
に
、

号

E
'
H
E坦
T
ト
K

1
吉、

J

h
げ
ぷ
A
q

帯
刀
山
同

J
M
ト
h

↑
必
3
I
L

き
我
が
那
遡
妹
命
や
子
の
一
木
に
易
へ
つ
る
か
も
」
と
御
枕
遜
に
旬
旬
ひ
て
嘆
か
せ
給
ふ
た
そ
の
時
、
御
漢
に
泣
津
女
神
が
生
り
ま

ぜ
る
と
あ
る
が
如
き
、

又
、
伊
邪
那
岐
命
が
伊
邪
那
美
命
を
御
愛
恭
の
徐
り
黄
泉
園
ま
で
に
御
出
か
け
に
た
り
、
伊
邪
那
美
命
に
、

「
愛
し
き
我
が
祁
濁
妹
命
吾
汝
と
作
れ
り
し
園
未
だ
作
り
克
へ
宇
あ
れ
ば
還
り
ま
さ
ね
」
と
て
切
た
る
御
愛
情
宇
一
御
示
し
に
な
り
し

如
き
、
共
の
他
、
須
佐
男
之
命
と
r
へ
照
犬
御
神
、
須
佐
男
之
命
と
櫛
名
問
比
費
、
六
園
主
命
と
須
勢
理
昆
賓
命
等
と
の
御
創
造
は
、

何
れ
も
宇
宙
の
大
精
神
た
る
純
真
左
る
至
愛
の
護
露
た
ら
ざ
る
は
泣
い
様
に
捕
か
れ
で
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
創
法
的
精
神
と
し
て
の
公
憤
義
憤
・
犠
牲
心
至
誠
心
た
ど
も
窺
は
れ
る
。
公
憤
義
慣
の
例
と
し
で
は
、
前
漣
の
如
〈
伊
邪

那
美
命
は
火
之
迦
具
土
日
柳
を
生
み
ま
せ
る
時
に
紳
去
り
給
ひ
し
の
で
あ
る
が
、
伊
邪
那
岐
命
は
図
土
の
修
理
問
成
と
い
ふ
天
紳
か
ら

の
天
意
奉
行
を
中
折
せ
し
め
た
り
と
の
公
憤
義
憤
か
ら
大
之
迦
具
士
一
岬
の
頭
a

ゼ
斬
り
給
ふ
た
。
「
繭
に
共
の
御
刀
の
前
に
著
け
る
血
、

神
品
刊
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
の
製

、

停
四
十
八
巻

五

第

披

九



紳
品
川
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
の
型

第
四
十
八
巻

五
三
二

宮存

続

九

湯
津
石
村
に
走
り
就
き
て
成
り
ま
せ
る
一
紳
の
名
は
石
折
紳
、
次
に
根
折
神
、
次
に
石
筒
之
男
紳
、
次
に
御
刀
の
本
に
著
け
る
血
も
湯

津
石
村
に
走
り
就
き
て
成
り
ま
せ
る
一
柳
の
名
は
蓋
建
日
榊
、
次
に
樋
建
日
榊
、
次
に
建
御
雷
之
男
一
柳
-EE--
・
申
引
に
御
刀
の
手
上
に
集
れ

る
血
、
手
俣
よ
り
漏
き
出
で
て
成
り
ま
せ
る
一
柳
の
名
は
閤
俳
加
美
紳
次
に
閤
御
枠
紳
」
と
あ
る
が
如
き
は
、
正
義
や
公
償
義
憤
が
一

大
創
池
し
し
た
り
て
現
は
れ
た
と
み
う
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
と
と
は
又
、
殺
さ
れ
ま
し
L
迦
共
土
一
肺
の
顕
に
ど
鹿
山
枠
見
一
刷
、
胸
に
刑
制

時
間
山
津
見
一
刷
、
腹
に
奥
山
体
見
榊
、
陰
に
闇
山
津
見
刷
、
左
手
に
志
妻
山
津
見
一
脚
、
右
手
に
羽
山
津
見
榊
、
左
足
に
原
山
岸
見
紳
、

白

F
-
5
1
u
h屯
沖
M
J
4
氏
り
主
せ
5
H
A
一
J

主
こ

LFI共
て
心
ヘ
之
加
1qw士
市
コ
輩
た
な
る
義
主
、
い
と
よ
り
て
わ
了
つ
立
L

，
k
、
注
る
刊
刊
昨
日

r

j

I

J

H

J

〈

1

1

"

一

。

一

4
h
n
H
H
r
T

『

J
4
H
l
t
u
t
u
-
i
A

一
ゆ

d
i
h
i

と
も
考
へ
ら
る
与
の
で
あ
る
。
又
、
創
造
的
精
一
刊
と
し
て
の
至
誠
心
の
と
と
は
、
木
花
之
佐
久
夜
昆
寅
命
が
遡
々
翠
能
命
に
御
自
分

の
御
貞
操
の
正
し
き
こ
と
を
詮
擁
立
て
ん
と
し
て
、
「
吾
が
佐
め
る
子
、
若
し
園
紳
の
子
左
ら
ん
に
は
産
む
こ
と
幸
か
ら
じ
。
若
し
天

一
刊
の
御
子
に
ま
さ
ば
幸
か
ら
ん
」
と
の
り
給
ひ
、
産
み
ま
す
と
き
産
室
な
る
八
一
尋
殿
に
火
を
つ
け
そ
の
火
の
盛
に
燃
ゆ
る
時
に
三
子

を
あ
げ
さ
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
物
語
に
も
あ
ら
は
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
柳
代
に
於
け
る
創
造
的
精
神
の
本
質
並
に
そ
の
表
現
の
姿
は
上
の
如
く
友
る
が
、
吾
人
は
進
ん
で
創
造
の
態
度
方
法
を
考
察
し
て

み
や
う
と
考
へ
る
。

古
事
記
に
あ
ら
は
る
主
創
造
は
、
吾
人
の
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
円
図
土
山
川
草
木
邸
ち
自
然
を
生
む
と
と
、
口
紳
々
を
生
む
と

と
、
巳
諸
政
策
を
創
る
と
と
に
分
ち
う
る
の
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
ら
の
創
造
に
於
け
る
態
度
方
訟
を
観
る
に
単
調
に
た
さ
れ
る
創
諾

と
協
力
に
よ
る
創
遣
と
の
こ
つ
に
分
ち
う
る
。



第
一
四
単
調
に
な
さ
る
h

創
造

之
は
創
造
が
他
と
の
協
力
に
上
り
し
と
と
明
か
な
ら
や
皐
濁
の
力
に
よ
り
で
な
さ
れ
し
如
き
も
の

を
指
す
の
で
あ
る
が
、

乙
の
揚
合
も
詳
し
く
い
へ
ば
、

ω園
土
や
自
然
が
皐
濁
に
生
ま
れ
し
場
合
同
神
々
が
草
猪
に
生
ま
れ
し
ユ
揚
合

伺
政
策
を
翠
濁
で
創
始
せ
る
揚
合
の
三
っ
と
た
る
。
伺
伊
邪
那
岐
・
伊
邪
那
美
二
一
脚
以
後
の
園
土
白
然
は
一
一
一
脚
の
生
み
ま
せ
し
も
の

と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
以
前
の
別
天
神
時
代
に
於
け
る
「
園
稚
〈
浮
脂
の
如
〈
し
て
久
一
維
下
止
な
す
た
ピ
よ
へ
る
時
云
K
L
の

稚
き
聞
は
濁
り
で
か
或
は
誰
か
に
よ
り
て
生
ま
れ
し
も
の
か
明
に
す
る
を
え
な
い
。
蓋
し
所
謂
造
化
の
三
一
脚
た
る
天
之
御
中
主
命
・

高
御
産
巣
口
一
岬
・
紳
壁
巣
円
命
は
何
れ
も
「
濁
紳
成
り
坐
し
て
身
を
隠
し
た
ま
ひ
き
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
後
に
五
り
濁
り
紳
の

力
に
よ
り
て
生
ま
れ
し
も
の
か
と
思
は
る
L
も
の
に
、

か
の
蓮
須
佐
男
之
命
に
殺
さ
れ
給
ひ
し
大
宜
津
比
翼
神
の
御
身
に
生
り
し

躍
と
稽
・
架
ゆ
小
一
旦
・
婆
ゅ
大
一
況
の
五
殺
が
あ
る
。
然
し
巾
と
れ
も
慨
に
倣
神
と
の
協
力
に
よ
り
て
平
ま
れ
て
ぬ
た
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
ら
う
か
。

同
神
々
が
阜
濁
に
生
ま
れ
ま
し

F
如
く
、

或
は
翠
猪
に
て
生
み
ま
し
ミ
如
く
み
ゆ
る
揚
合
は

ィ
、
高
天
原
に
生

ま
れ
ま
し
ょ
附
惑
の
所
謂
法
化
の
三
一
柳
の
外
、
園
常
立
一
柳
・
豊
雲
野
紳
の
二
柱
の
紳
る
り
。
何
れ
も
「
女
男
稿
て
成
坐
る
紳
た
ち
と

な
ら
ひ
ま
す

別
ち
て
、
唯
一
柱
づ
L
成
坐
し
て
配
坐
紳
悲
し
」

ロ
、
伊
邪
那
岐
命
が
一
柳
去
り
ま
し
L
伊
邪
那
美
命
を
突
き
給
ひ
し
御
漢
に
生
り
し

泣
津
女
紳
あ
り

ハ
、
伊
邪
那
岐
命
の
震
に
殺
さ
れ
給
ひ
し
火
迦
具
土
紳
の
御
鰭
に
-
た
り
し
八
柱
の
一
柳
あ
り

-
一
、
伊
邪
那
岐
命
の

艇
の
行
に
よ
り
て
生
ま
れ
ま
し
ミ
一
柳
K

二
十
六
柱
あ
る
。
以
上
の
一
肺
k

の
御
出
生
は
人
間
的
友
そ
れ
と
は
非
常
に
田
買
っ
た
も
の
と
左

っ
て
ゐ
る
。

ω政
策
が
草
猪
で
創
始
せ
ら
れ
た
る
揚
合
は
殆

ε友
く
多
く
は
神
々
の
御
協
議
の
上
で
行
は
れ
て
ゐ
る
。
唯
か
の
伊
邪

那
岐
命
が
そ
の
三
貴
子
印
ち
一
大
照
犬
御
神
・
月
一
調
命
・
迩
須
佐
男
之
命
に
各
々
高
天
原
・
夜
食
園
・
海
原
を
治
ら
さ
せ
給
ふ
や
う
に

御
分
櫓
を
御
指
定
に
相
成
る
に
営
り
誰
L
R
K
御
一
脚
議
に
た
っ
た
と
い
ふ
と
と
は
書
に
は
み
え
ね
が
勿
論
そ
れ
は
私
意
専
行
で
は
な
く

肺
品
川
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
也
曜
の
型

第
四
十
八
巻
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柿
代
に
視
は
れ
し
日
本
的
創
設
の
担

第

量是

第
四
十
八
巻

九
四

五

回

天
意
の
御
奉
躍
で
あ
り
多
〈
の
紳
止
の
御
意
士
山
を
賞
現
た
さ
っ
た
も
の
と
拝
察
さ
れ
る
。

第
二
協
同
に
よ
り
な
さ
れ
し
創
浩

と
れ
は
人
間
的
恋
態
に
於
て
明
か
に
人
間
的
友
協
力
と
し
て
猫
か
れ
て
ゐ
る
創
造
を
意
味
す

る
。
こ
れ
も
細
分
し
て
凶
協
力
に
よ
る
園
土
自
然
の
創
造
同
協
力
に
よ
る
榊
々
の
創
造
何
協
力
に
よ
る
政
策
の
創
造
の
三
つ
と
な
す
。

川
協
力
に
よ
る
闘
土
自
然
の
剣
道
、
国
土
問
然
は
天
一
柳
よ
り
「
是
の
た
Y

よ
へ
る
闘
を
修
理
同
成
せ

J7r」
の
詔
を
奉
戴
せ
ら
れ
た
る

刷
力
女
の
一
仰
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
に
よ
り
て
生
み
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
二
神
の
生
み
給
ひ
し
凪
々
は
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
・

μ
V哨
刷
ム
ヴ

ι
』
一
名
嶋
剛
院
杭
之
一
一
二
j
M
州
・
山
札
山
七
仙
川
・
伊
N
1
耐
附
・
作
船
・
佐

aM仙
叫
申
斗
八
一
般
即
日
且
秋
涼
仙
明
の
所
制
大
八
仙
附
及
び
吉
備
児
鵬
・
小
豆

嶋
・
大
嶋
・
女
嶋
・
知
釘
嶋
・
雨
児
嶋
の
六
嶋
で
あ
り
、
同
時
に
山
川
草
木
風
雨
等
の
自
然
も
生
み
ま
し
L
も
の
と
息
は
れ
る
。
川
円

協
力
に
よ
る
柿
K

の
創
建
、
男
女
の
一
柳
の
協
力
に
よ
り
て
生
ま
れ
ま
せ
し
紳
々
の
数
は
数
多
く
そ
の
例
を
み
る
。
ィ
、
伊
邪
那
岐
・

美
二
一
脚
の
生
み
ま
せ
し
一
柳
は
大
事
忍
男
一
紳
・
石
土
昆
古
一
柳
・
石
川
泉
北
買
紳
・
大
戸
日
別
榊
・
天
之
吹
男
榊
・
大
屋
昆
古
一
柳
・
風
木
津

別
之
忍
男
一
例
・
大
綿
津
見
神
・
速
秋
津
日
子
柿
・
速
赦
津
比
責
神
等
三
十
五
位
の
多
き
に
上
る
。
尤
も
こ
の
神
の
敢
の
計
算
に
就

τ

は
古
来
諸
説
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
文
に
て
は
重
要
に
非
る
が
故
に
之
に
鰯
れ
ぬ
こ
と
k

す
る
。

戸
、
天
附
…
大
御
紳
と
須
佐

男
之
命
と
の
聞
に
は
三
女
一
脚
と
五
男
紳
が
生
ま
れ
ま
し
て
ゐ
る
。

=
、
須
佐
男
之
命
と
櫛
名
問
比
賓
と
の
聞
に
は
八
嶋
士
奴
美
一
柳
、

又
閉
じ
く
大
山
津
見
紳
の
女
、

紳
大
市
比
賓
と
の
聞
に
は
大
年
紳
・
字
迦
之
御
魂
紳
あ
り
、

ホ
、
大
図
主
命
と
多
紀
理
昆
寅
命
と

の
鴎
に
阿
建
組
高
日
子
根
紳
・
高
比
寅
A
叩
を
、
又
、
神
屋
楯
比
費
命
と
の
聞
に
は
事
代
主
命
等
k

を
御
生
み
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
る

る。

へ
、
大
年
榊
と
榊
指
須
昆
榊
の
女
、
伊
怒
比
買
と
の
聞
に
は
犬
園
御
魂
榊
・
韓
紳
・
曾
富
迎
一
脚
・
向
日
一
柳
・
盈
紳
の
五
柱
が
、

又
同
神
と
香
用
比
寅
と
の
聞
に
は
大
香
山
戸
臣
岬
・
御
年
一
神
の
二
柱
が
、

χ
、
ー
へ
知
迦
流
美
豆
比
賓
と
の
聞
に
は
奥
津
日
子
紳
・
奥

本居笠長、古事記f事五参加3) 



潅
比
賓
命
・
大
山
咋
一
押
・
庭
津
日
神
・
阿
須
波
紳
・
波
比
岐
紳
・
香
山
戸
臣
紳
・
初
山
戸
一
岬
・
庭
高
津
日
神
・
犬
土
神
の
九
柱
の
一
岬

チ
、
天
津
日
高
日
子
番
能
趨
遡
護
能
命
と
木
花
之
佐
久
夜
昆
寅
命
と
の
聞
に
は
火
照
命
・
火
須
勢
理
命
・
夫

ひ

こ

な

ぜ

き

た

け

ラ

が

や

津
日
高
日
子
穂
穂
子
見
命
の
三
柱
が
、
叉
、
リ
、
火
遠
理
命
と
海
紳
の
女
豊
玉
昆
賓
命
と
の
聞
に
は
天
津
日
高
日
子
波
限
建
鵜
葺
草

軒
科
M
口
命
生
れ
ま
し
て
ゐ
る
。
刷
協
力
に
上
る
政
策
の
創
造
、
紳
代
に
於
て
重
要
因
策
を
決
定
せ
ら
る
よ
ル
営
し
り
で
は
殆
ど
常
に
多

が
生
ま
れ
ま
し
て
ゐ
る
。

く
の
神
々
に
議
り
給
ふ
て
ゐ
る
こ
と
は
見
越
す
べ
か
ら
ぎ
る
所
で
る
ら
う
。
ィ
.
迷
須
佐
之
男
命
の
暴
行
を
御
怒
り
に
た
り

フ〈
阪f

大
御
一
榊
は
天
岩
屋
戸
に
隠
れ
ま
し
に
な
り
」
雨
天
僚
も
葦
原
中
閣
も
暗
閣
と
念
り
、

さ
乍
ら
「
常
夜
往
く
」
如
く
な
っ
た
。
と
の
時
に

「
八
百
高
神
、
天
安
之
河
原
に
紳
集
ひ
集
ひ
で
」
そ
の
針
策
を
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
人
の
よ
〈
知
る
所
で
あ
が
、
衆
智
・
衆
力
の
線
動

員
に
よ
り
ど
天
岩
戸
か
ら
天
間
…
大
御
紳
を
「
引
世
間
し
ま
づ
る
L

大
業
が
途
に
成
紋
じ
た
の
で
あ
る

3

日
山
金
坤
・
予
祈
リ
江
川
田
市
'
変
寄
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玉
組
命
・
一
犬
児
屋
命
・
布
万
五
命
・
夫
手
力
男
紳
・
天
宇
受
賓
命
等
が
各
得
意
の
能
力
を
御
護
軍
に
た
さ
れ
し
こ
と
に
就
て
は
詳
記

の
要
は
左
い
で
あ
ら
う
。

ロ
、
前
に
も
謡
ぺ
し
所
友
る
が
、
一
神
産
一
集
日
命
が
御
子
少
名
昆
古
那
紳
に
謝
し
て
」
葦
原
色
許
男
命
と
児

弟
と
な
り
て
そ
の
園
を
作
り
堅
め
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
し
如
き
、
又
、
少
名
昆
古
那
紳
が
去
り
ま
し
後
、
葦
原
色
許
男
命
が
「
吾
れ
濁

し
て
何
か
も
此
の
園
を
之
作
ら
ん
云
#
」
と
嘆
ぜ
ら
れ
し
が
如
き
は
、
明
に
出
雲
園
土
の
経
替
が
協
力
に
よ
り
て
一
放
さ
れ
し
も
の
た

る
と
と
を
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。

ハ
、
高
天
原
の
御
聖
業
が
愈
身
地
上
園
家
た
る
葦
原
中
固
に
及
ぽ
ん
と
し
た
る
時
、
所
謂
天
孫
降

踊
の
大
聖
業
が
成
就
す
る
ま
で
に
は
、
出
雲
政
府
と
の
外
交
的
接
衝
に
も
多
年
を
要
し
℃
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
針
策
を
突
々
と

御
決
定
に
友
る
に
は
‘
高
御
産
由
来
日
紳
・
天
間
…
大
柿
が
「
天
安
河
の
河
原
に
八
百
高
一
利
を
榊
集
へ
に
集
へ
」
さ
せ
ら
れ
て
、
御
紳
議

に
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
か
や
う
な
重
要
問
題
に
組
紳
た
る
高
御
産
出
来
日
一
仰
が
常
に
現
は
れ
ま
し
て
子
孫
と
御
協
力
に
な
る
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ノ、

こ
と
は
見
遁
し
て
は
友
ら
ぬ
傘
き
と
と
で
あ
る
。

=
、
一
え
孫
が
愈
々
御
降
臨
に
一
な
る
に
営
り
で
は
天
児
屋
命
・
布
万
王
命
-
r
へ
字
受

寅
命
・
伊
斯
許
現
皮
質
命
・
玉
組
命
の
五
件
緒
の
外
、
常
世
思
金
一

m
・
手
力
男
紳
・
ヱ
ヘ
石
門
榊
等
が
相
加
は
り
に
左
つ
て
ゐ
る
。
御

降
臨
の
後
、
地
上
国
家
の
経
管
に
営
り
で
天
孫
を
御
挨
翼
申
し
上
げ
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
た
か
ら
う
。

以
上
寄
人
は
創
渇
の
態
度
・
方
法
を
皐
濁
的
・
協
同
的
と
い
ふ
見
地
か
ら
遁
ぺ
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
ば
又
別
の
見
地
か
ら
も
槻

あ
色
み
た
金
巴
ぎ
4
完
全

ら
る
L
で
る
ら
う
。
就
中
、
創
造
に
於
け
る
荒
魂
と
和
魂
の
結
合
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
圏
土
を
生
み
ま
し
、
伊
粕
那
岐
。
伊
邪
那

発
伸
一
一
…
刊
の
中
、

伊
邪
那
川
町
命
村
武
田
胡
一
の
性
裕
即
ち
荒
訓
刊
を
御
所
有
に
た
り
、
伊
都
郡
美
命
は
女
神
に
亡
和
魂
を
顕
現
友
さ
れ
た
。

か
〈
て
と
の
偉
大
た
る
荒
魂
と
和
魂
の
結
合
に
上
り
て
雄
海
怠
る
創
造
が
行
は
れ
た
。
天
間
…
大
御
榊
と
須
佐
男
之
命
の
揚
合
も
亦
前

者
は
偉
大
友
る
和
魂
を
後
者
は
こ
れ
に
劣
ら
ね
偉
大
な
る
荒
魂
を
御
所
有
に
左
り
し
と
と
は
多
〈
の
御
行
跡
を
過
し
て
窺
は
れ
る
所

で
あ
る
。
而
し
て
此
の
二
つ
の
偉
大
な
る
和
魂
と
荒
魂
の
結
合
に
よ
白
て
三
女
神
・
五
男
紳
が
生
ま
れ
ま
し
て
ゐ
る
。

そ
の
他
男
女

の
紳
の
創
治
に
し
て
荒
魂
と
和
魂
の
結
合
友
ら
ぬ
も
の
は
な
い
様
で
あ
る
。
失
に
吾
人
の
更
に
一
言
ぜ
ん
と
す
る
は
、
甲
へ
紳
と
図
神

と
の
結
合
の
容
易
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
天
神
系
と
園
紳
系
の
階
級
的
針
立
と
か
闘
争
と
い
ふ
も
の
は
み
つ
か
ら
ぬ
。
出

雲
に
降
り
ま
し
土
天
神
系
の
須
佐
男
之
命
が
圃
紳
犬
山
津
見
紳
の
女
櫛
名
問
比
賓
に
K
M

妻
ぴ
・
な
さ
れ
し
如
き
、
或
は
又
輝
身
事
能
命

が
御
降
臨
の
後
、
矢
張
園
紳
大
山
津
児
命
の
女
木
花
之
佐
久
夜
昆
賢
に
必
要
ひ
遊
ば
し
L
如
き
と
れ
を
例
詮
し
て
ゐ
る
。

き
て
上
に
蓮
ぺ
来
れ
る
創
造
に
就
て
、
人
々
は
筒
、
建
設
の
矯
め
に
は
破
壊
も
行
は
れ
て
ゐ
る
し
多
く
の
闘
争
や
苦
難
の
あ
っ
た

と
と
を
忘
れ
て
は
友
ら
ね
。
然
・
も
破
壊
・
闘
争
努
力
の
後
に
必
宇
偉
大
左
る
建
設
・
創
造
愛
展
の
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
は
深
〈
注
意

す
ぺ
き
所
で
あ
ら
う
。
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以
上
、
吾
人
は
古
事
記
を
中
心
と
し
て
紳
代
に
現
は
れ
し
創
遣
を
考
察
し
た
。
今
述
べ
来
っ
た
所
を
顧
み
て
そ
の
要
綱
を
一
括
せ

ん
に
、
日
本
の
古
侍
設
に
あ
ら
は
れ
し
紳
話
の
一
大
特
質
は
岡
家
の
創
造
史
で
る
る
と
い
ふ
こ
と
で
る
る
。
詳
言
す
れ
ば
紳
代
か
ら

日
本
図
家
が
如
何
に
肇
通
せ
ら
れ
て
来
た
か
の
史
話
で
あ
っ
て
個
人
の
哀
話
や
物
語
或
は
一
揚
の
枇
舎
劇
で
は
な
い
。
日
本
紳
話
は

閣
土
の
生
成
・
統
一
・
後
印
刷
、
の
一
岬
活
?
あ
る
。
而
し
て
岡
家
創
浩
の
根
本
精
神
は
阻
ん
-m
の
神
々
の
御
意
志
を
継
承
奉
戴
す
る
こ
と
、

換
言
す
れ
ば
組
神
を
い
つ
き
ま
つ
る
と
と
に
あ
り
、
民
を
治
ら
す
こ
と
に
あ
る
。
日
本
で
は
榊
話
に
於
て
も
紳
を
ま
つ
る
こ
と
即
ち

政
治
と
た
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
か
L
h

る
岡
家
創
治
の
精
紳
は
至
誠
心
で
あ
り
た
愛
で
あ
り
清
明
心
で
あ
れ
ツ
、
正
義
心
で
る
り
喫
ぎ
「

る
心
で
あ
る
@
他
面
か
ら
い
へ
ば
無
我
で
あ
り
無
偏
・
無
執
で
あ
り
自
彊
不
息
の
精
神
で
も
あ
る
。
更
に
日
本
紳
話
の
創
浩
は
和
魂

と
荒
魂
の
力
で
あ
り
そ
れ
ら
の
結
合
の
結
長
で
も
あ
る
。
突
に
創
治
の
様
式
を
み
る
に
草
濁
に
邸
ち
榊
の
自
己
護
展
と
し
て
も
現
は

れ
て
ゐ
る
が
、
叉
多
く
伸
身
の
協
力
に
よ
り
て
も
行
は
礼
て
ゐ
る
。
而
し
て
偉
大
友
る
創
造
に
は
勿
論
幾
多
の
苦
難
も
伴
ふ
が
、
し

か
も
私
な
き
天
意
奉
行
の
犬
至
誠
は
途
に
必
守
大
業
を
成
就
せ
し
め
て
ゐ
る
。
一
川
話
を
過
し
て
吾
人
に
切
賞
に
感
ぜ
し
む
る
の
は
、

止
む
に
や
ま
れ
ぬ
抑
ふ
る
に
抑
へ
き
れ
ぬ
雄
揮
至
大
な
る
創
造
精
榊
の
躍
動
で
あ
り
、
「
ま
と
ご
ろ
」
の
都
民
現
で
る
る
。
高
天
原
の
統

一
か
ら
葦
原
中
園
の
肇
造
へ
と
宇
宙
創
造
の
大
生
命
の
活
動
は
一
一
刻
も
息
む
こ
と
が
た
い
。
神
話
は
賓
に
繍
柴
の
精
紳
に
あ
ふ
れ
で

ゐ
る
。
そ
れ
は
か
の
外
園
の
榊
話
に
み
ゆ
る
個
人
的
な
享
柴
的
危
或
は
瞭
界
的
友
宿
命
的
左
・
覇
者
的
危
史
話
と
は
根
本
に
於
て
そ

の
本
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
(
一
四
・
一
一
-
一
四
)
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